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77　　　 妊娠初期脱落膜中の CD16−CD56　b 「 i ” ht

NK細胞の アポ トーシ ス に与えるStem　cell　 factor

（SCF）の 影響に つ い て

日産婦誌49巻 臨時増刊

78　　　　　　 妊娠初期における脱落膜お よ び絨毛

　膜 で の （ICSF 発現 の 状態 と母体血清 ぴ CSF 濃度に

　 つ い て
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〔目的〕末梢血中には 1％以下しか存在 しない CD

16−CD56　 b ” gh ’NK細胞 は妊娠初期脱落膜組織中で

は約80％ と著増 し、着床や妊娠維持に 働くとされ

て い るが、本NK細胞が局所で増加 して い る機序に

っ い て は不明で ある 。 前回は 、 Stem　Cell　Factor

（SCF）が IL−2と共同的に働き本NK細胞の 増殖に関

与 して い る ことを報告 した 。 今回は 、 SOF が本 NK

細胞 の ア ポ トーシ ス に与え る影響に つ い て検討 し

た 。 　〔方法〕 1）ホ モ ゲ ナイズ した妊娠初期の 胎盤

と脱落膜中の SCF 濃度をELISA法に て測定 した 。

2）脱落膜中の 本 NK細胞上の c−kit，　 Fas抗原 （ア ポ

トーシ ス と密接な関係がある）お よ び細胞 内bc1−

2の 発現をFACSで検討 した 。 3）RT−PCR法を用い て

NK細胞の Fas，　 Fas　 ligand　mRNA の 発現を検討 した 。

4）本NK細胞を無血清培地下で SCF（10ng／mD を添加

し培養 し、 ア ポ トーシス の 有無をAPOPTESTで検討

した 。 　〔成績〕1）妊娠初期胎盤と脱落膜中の SCF

濃度（pg／mg　protein） はそれぞれ 100±46．0、

262．7 ± 130．7 と脱落膜中に 高値を示 した 。 2）本

NK細胞上には c−kit とFas抗原が発現 して い た 。

3）本NK細胞に は Fas とFas　 l　igand皿RNA が発現 し

て い た 。 4）本NK細胞の アポ ト
ー

シ ス （SCF非添加 ；

51．1± 6．2 ％）はSCF 添加に より有意に 滅少 した

（41．2 ± 8．4 ％）。 SCF 添加に よ り本NK細胞内の

bc1−2 の 発現量 が 70．4± 15．0（MFI）か ら83．8±

11．9へ と有意に 増加 した。 　 〔考察〕脱落膜 中に多

量に存在する SCFが CDI6−CD56　 h ’ igh ’NK細胞の

bcl− 2蛋白の 発現を高めて アポ トー
シ ス を抑制し、

そ の 結果 として CD16−CD56　 b 「 i ” htNK
細胞が脱落膜

中で生存 し、 著増 して い ると考え られた 。

［目的］サイ トカイ ンの ひ とつ で あ るG −CSF は ，

妊娠初期に お い て脱落膜およ び絨毛膜に発 現する

こ とが知 られ て い る。正常妊 娠継続例 （正 常群）

と流産 に 至 っ た症 例 （流産 群）とにつ い て 血清G ・

CSF 濃度を比較する ととも に ， 免疫組織染色に よ

り両群 に お け る脱落膜お よ び絨毛膜 で の G −CSF の

発現に つ い て 検討する こ とを目的 とした．

［方法コ経腟超音波検査 に よ っ て 妊娠5 〜 6週相 当

の 胎嚢 が 子宮内に 確認 され た 20例を対象と し，患

者 血 清を
一80℃ に保存 後 ， 新 し く開発さ れ た高感

度 の CLEIA 法 （感度1．Opgtm1 ）に て 血清G ・CSF 濃

度を測定 し た，また ， 抗rhG −CSF 抗体を用 い た免

疫組織染 色 に よ り両群 の 脱 落膜お よ び 絨毛 膜 で の

G −CSF の 発現 を観察 した． ［成績 コ正 常群 （n ＝12）

における血 清G −CSF 濃度は 29，8±62pg ／血1 （M ±

SE ）で あ っ たの に対 して 流産群 （n ＝8）で は 16．3

±1，8pglMlで あり， t検定で流産群に おい て有意 （p

〈 0，05）に低値 で あ っ た．免疫組織染色 で は脱落膜

お よび絨毛膜 で の G −CSF の 発現が 正常群 （n ＝ 4 ，

中絶症 例 ） で 強 く，流産群 で 弱 か っ た ．正 常群

（n ＝8） の 妊娠週数別 の 検討 で は ，
10週 ，

20週 ，
30

週，37週で 血清（トCSF 濃度は，29．2±3，6， 50．7±

6．8 ， 41．3±6．1， 33．4± 3，6P9！ml で あ り ， 妊娠 20

週 に お い て 10週 （p＜ 0．01）お よ び 37週 （p＜ 0．05）

と比較 して 高値 が認め られた ． ［結 論］妊娠 5 〜

6週におい て ， そ の後流産に至っ た症例で は母体

血清G −CSF 濃度 が 妊 娠継続例 に 比 べ て 低値をとる

こ と が初め て 確 認され た．また正常妊娠例 の 血清

G−CSF 濃度は 妊娠中期に増加する こ とが判明 し た．

免疫組織 染色 に よ っ て ，正常 群と流産群と の 間 に

お い て脱落膜お よび絨毛膜 で の G −CSF の 発現 に は

差 の ある こ とが初め て 示された．
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